いわゆる六大企業集団における財閥系と銀行系の比較（1980年前後）
山崎　智之

財閥系：三井、三菱、住友

銀行系：芙蓉、三和、第一勧銀

財閥系の定義

1）旧財閥のような中枢期間はないが、社長会等を通じてグループ内の主要企業間の情報交換が定期的に行われている

2）グループ企業間で株式の相互保有がかなりの規模で長期的に行われており、社長会等を構成する企業の社長は相互に他企業の大株主の地位にある。

3）金融取引の中核に大銀行が存在し、しばしば役員派遣、系列融資等を通じてグループ内企業を重視する資金供給が行われている

4）商業取引の中核に大商社が存在し、しばしばかぶしきほゆう・役員派遣をもともなって、グループ企業間相互の取引が多角的に行われている。

5）主要な産業分野において、トップクラスにある企業がグループに属している

財閥系と比較した、銀行系の特徴

・銀行を中心としたグループである。

・各産業に、競争企業も含めて数多くの企業が社長会に入っている。

・有力企業の中には、他のグループにも属している企業もある。

・メンバー企業間の株式相互保有比率の違い。

芙蓉グループ（ふようグループ）とは、旧安田財閥が戦後財閥解体により、再編しできた企業グループである。1964年結成の芙蓉懇談会を本体とする。（“芙蓉”の名は富士銀行の“富士”の古語読みから）
富士銀行（現みずほコーポレート銀行・みずほ銀行）と丸紅が中核を担っていたが、富士銀行は2000年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/9%E6%9C%88" \o "9月" 9月に第一勧業銀行、日本興業銀行とともにみずほホールディングスを設立した。それにともない芙蓉グループも第一勧銀グループ、興銀グループと共にみずほグループとまとめて称されるようになった。また、この時点で富士銀行は幹事役を降り、代わりに安田生命保険が中核となった。しかし、その安田生命保険も2004年1月に三菱グループの明治生命保険と合併し明治安田生命保険となり、現在は事実上三菱系の生命保険会社となっている。
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(社長会に属する企業）

三和グループ

（社長会に属する企業）

銀行･保険

三菱、三菱信託、明治生命、

東京海上火災

三和、東洋信託、明治生命

商社 三菱商事 ニチメン、日商岩井（第一勧銀）、岩谷産業

建設業 三菱建設 大林組、東洋建設、積水ハウス

食料品 キリン･ビール 伊藤ハム、サントリー

繊維 三菱レイヨン ユニチカ、帝人

パルプ 三菱製紙

化学 三菱化成、三菱油化 積水化学、日立化成、田辺製薬

石油 三菱石油 丸善石油

ゴム 東洋ゴム工業

ガラス･土石 朝日硝子、三菱工業セメント 大阪セメント

鉄鋼 三菱鉄鋼

神戸製鋼所（第一勧銀）、日新製鋼所

中山製鋼所、日立金属

非鉄金属 三菱金属、三菱アルミニウム 日立電線

機械 三菱化工機 NTT東洋ベアリング

電気機器 三菱電機

日立製作所（第一勧銀）、岩崎通信機

シャープ、京セラ、日東電気工業

輸送用機器 三菱重工、三菱自動車

日立造船、新明和工業

ダイハツ

精密機器 日本光学

百貨店 高島屋

金融業 オリエントリース

不動産業 三菱地所

運輸･通信業 日本郵船、三菱倉庫 阪急電鉄、日本通運、山下新日本汽船

メンバー内株式

相互保有

30,6% 16,0%


グループ内およびグループ外との提携協定（1980年、単位：ケースの数）
	
	グループ内
	他グループとの提携
	外部企業との提携

	三井グループ
	7.2
	11.8
	52.7

	三菱グループ
	9.1
	7.1
	36.7

	住友グループ
	9.4
	17.3
	64.7

	芙蓉グループ
	2.7
	6.3
	27.7

	三和グループ
	1.9
	6.2
	29.0

	第一グループ
	2.0
	7.5
	24.3
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三菱グループ：日本を代表する企業連合の一つ。マークは赤いスリーダイヤ（三菱マーク：創業時の九十九商会が船旗号として採用した三角菱のマークが現在のスリーダイヤ・マークの原型。土佐藩郷士出の岩崎家家紋「三階菱」と土佐藩主の山内家家紋「三ツ柏」の組合せに由来。後に社名を三菱と定める機縁。）。グループの主要企業ながら、社名に「三菱」が付かない企業（日本郵船、新日本石油、東京海上日動火災保険、旭硝子、ニコン、麒麟麦酒など）もある。よく混同されるが、三菱鉛筆は三菱グループとは関係がない。三菱鉛筆のほうが先にこのスリーダイヤ・マークを登録していたこともあって、現在では双方が同じ商標を用いる事に同意している。三菱グループの中核とされる三菱商事、三菱重工業、三菱東京UFJ銀行の3社を「三菱グループ御三家」と呼ぶ。旧財閥系企業グループの中で、最も結束が強いと言われ、一般に「人の三井、組織の三菱」と称される。グループ企業間の関係については、三菱UFJフィナンシャルグループ・明治安田生命保険と三菱系企業の株の持ち合い（近年、かなり解消されつつある）や、親会社・子会社の関係やルーツが一緒（例：三菱重工業から分離独立した三菱電機や三菱自動車工業）のような場合に限られることが多く、それ以外の企業については、ビジネスにおいては基本的にはドライな関係である。ただし、ビジネス以外の福利厚生面や広報については、施設を共有していたり、三菱系企業社員等が集まってスポーツ大会・レガッタ・コーラス等をするなど交流を行っている。なお、三菱UFJフィナンシャルグループ傘下企業の大口取引先には「三菱グループ」とはいいがたい企業もある。産業再生機構の下で進められてきた三井鉱山の再建支援に三菱商事が一時名乗りを上げ（最終的には断念し、三井鉱山は住友商事・新日本製鐵主導で再建へ）、三菱東京フィナンシャルグループとUFJグループとの経営統合によって発足した三菱東京UFJ銀行は三井グループ企業へのかかわりも多くなっている。また、ライブドアによるニッポン放送株の買収に際して、三菱電機がフジサンケイグループの支援を表明するなど財閥・金融系以外の企業グループにもかかわりを持つようになっている。一方、三菱自動車工業の再建をめぐって、東京三菱銀行、三菱商事、三菱重工業の間で意志の相違が生じ、また明治生命保険や東京海上火災保険が同業会社との経営統合でグループから自立の動きを見せている。

[編集]

三菱金曜会

1954年に始まった金曜会は、毎月第2金曜日、グループ企業の会長・社長を集めて行う懇談昼食会を活動の中心としている。この外、歴史的建造物である岩崎弥之助本邸の維持・管理およびグループの迎賓館・社交クラブとしての運営に当たる三菱開東閣委員会が、グループ29社によって組織されている。
三和銀行：当初は、あさひ銀行（現在のりそな銀行・埼玉りそな銀行）と東海銀行が合意した持株会社方式の経営統合に三和銀行が加わる、という形でスタートするはずだった。しかし、三和銀行が三行の合併を主張したために、経営主導権を三和に握られることを嫌ったあさひ銀行が離脱。三和銀行と東海銀行の合併という形になった。
通常、合併に際しては当事銀行間の基幹システムをリレー方式で接続し、1～2年かけて統合するという流れを採用しているが、UFJ銀行は合併のシナジー効果を顧客にいち早く提供するとの主旨の下、合併期日の2002年1月15日に両行の基幹システムを旧三和銀行系に統合している。これによって顧客は、旧三和・旧東海の別なく、統一された商品・サービスを享受出来たが、同月25日から26日にかけて、二重引落などのシステム障害が発生。3ヵ月後のみずほ銀行のケースとともに社会問題となった。

旧三和・旧東海はそれぞれ関西・中京を地盤とする銀行であり、首都圏における基盤は他のメガバンクほど強くない。また高い収益力の反面、経営再建問題で揺れるダイエー、双日、大京らの主取引銀行として多額の不良債権を抱えており、その比率はメガバンクでは最も高いとされる。2003年秋以来の金融庁の検査によって不良債権の処理不足が指摘され、その処理のために多額の赤字を計上。頭取の寺西正司は退任に追いこまれ、持株会社のUFJホールディングスはUFJ信託銀行を住友信託銀行へ売却すると発表せざるを得なくなった。

この信託銀行の売却でも赤字を埋められないと判断した持株会社UFJホールディングスの経営陣は、2004年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/7%E6%9C%8816%E6%97%A5" \o "7月16日" 7月16日に三菱東京フィナンシャル・グループと経営統合に向けての協議を開始すると発表。統合の時期は2005年度上半期を目標とし、2004年8月12日、2005年10月メドによる新会社三菱UFJホールディングス（当時の仮称）の設立に基本合意し、「三菱東京UFJ銀行」に行名を改める予定となった。なお、UFJ信託銀行を住友信託銀行に売却する件については同年7月14日に白紙撤回となったが、住友信託側が東京地裁に交渉差し止めを求める仮処分申請を行なった。東京地裁は2004年7月27日、当該仮処分申請を認める決定を下した。UFJ側がこれに対し異議を申し立てるも、8月4日に却下された。UFJ側は即日東京高裁に抗告し、8月11日、東京高裁は、地裁の決定を取消し、三菱東京とUFJの統合交渉を可とする決定を下した。住友信託側は同日、最高裁判所に特別抗告を行ったが、最高裁は8月30日、高裁の判断を妥当とし、住友信託側の申請を退ける決定が確定した。2005年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/2%E6%9C%8817%E6%97%A5" \o "2月17日" 2月17日に正式に合併が決定し社名を「三菱UFJフィナンシャル・グループ」とすることになった。東京三菱銀行との合併について2005年10月1日を予定していたが、2006年1月1日に延期された。

さらに2003年10月に実施された金融庁の特別検査において、融資先の評価に関わる重要書類を意図的に隠蔽したとして、2004年10月、法人としての銀行と元担当役員ら3人が銀行法違反(検査忌避)容疑で刑事告発を受けた。
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Sheet1

				三菱グループ
(社長会に属する企業） ミツビシシャチョウカイゾクキギョウ		三和グループ
（社長会に属する企業） サンワシャチョウカイゾクキギョウ

		銀行･保険 ギンコウホケン		三菱、三菱信託、明治生命、
東京海上火災 ミツビシミツビシシンタクメイジセイメイトウキョウカイジョウカサイ		三和、東洋信託、明治生命 サンワトウヨウシンタクメイジセイメイ

		商社 ショウシャ		三菱商事 ミツビシショウジ		ニチメン、日商岩井（第一勧銀）、岩谷産業 ニッショウイワイダイイチカンギンイワタニサンギョウ

		建設業 ケンセツギョウ		三菱建設 ミツビシケンセツ		大林組、東洋建設、積水ハウス オオバヤシグミトウヨウケンセツセキスイ

		食料品 ショクリョウヒン		キリン･ビール		伊藤ハム、サントリー イトウ

		繊維 センイ		三菱レイヨン ミツビシ		ユニチカ、帝人 テイジン

		パルプ		三菱製紙 ミツビシセイシ

		化学 カガク		三菱化成、三菱油化 ミツビシカセイミツビシアブラカ		積水化学、日立化成、田辺製薬 セキスイカガクヒタチカセイタナベセイヤク

		石油 セキユ		三菱石油 ミツビシセキユ		丸善石油 マルゼンセキユ

		ゴム				東洋ゴム工業 トウヨウコウギョウ

		ガラス･土石 ドセキ		朝日硝子、三菱工業セメント アサヒガラスミツビシコウギョウ		大阪セメント オオサカ

		鉄鋼 テッコウ		三菱鉄鋼 ミツビシテッコウ		神戸製鋼所（第一勧銀）、日新製鋼所
中山製鋼所、日立金属 コウベセイコウジョダイイチカンギンニッシンセイコウジョナカヤマセイコウジョヒタチキンゾク

		非鉄金属 ヒテツキンゾク		三菱金属、三菱アルミニウム ミツビシキンゾクミツビシ		日立電線 ヒタチデンセン

		機械 キカイ		三菱化工機 ミツビシカコウキ		NTT東洋ベアリング トウヨウ

		電気機器 デンキキキ		三菱電機 ミツビシデンキ		日立製作所（第一勧銀）、岩崎通信機
シャープ、京セラ、日東電気工業 ヒタチセイサクショダイイチカンギンイワサキツウシンキキョウニットウデンキコウギョウ

		輸送用機器 ユソウヨウキキ		三菱重工、三菱自動車 ミツビシジュウコウミツビシジドウシャ		日立造船、新明和工業
ダイハツ ヒタチゾウセンシンメイワコウギョウ

		精密機器 セイミツキキ		日本光学 ニホンコウガク

		百貨店 ヒャッカテン				高島屋 タカシマヤ

		金融業 キンユウギョウ				オリエントリース

		不動産業 フドウサンギョウ		三菱地所 ミツビシジショ

		運輸･通信業 ウンユツウシンギョウ		日本郵船、三菱倉庫 ニホンユウセンミツビシソウコ		阪急電鉄、日本通運、山下新日本汽船 ハンキュウデンテツニホンツウウンヤマシタシンニホンキセン

		メンバー内株式
相互保有 ナイカブシキソウゴホユウ		30,6%		16,0%






